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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 21日 (2007.8.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 イ ン ク の 再 充 填 が 可 能 な サ ブ イ ン ク タ ン ク で あ っ て 、 大 気 と 連 通 す る
大 気 連 通 が 形 成 さ れ 、 を 収 容 す る 第 １ の 液 室 と 、
外 部 に イ ン ク を 供 給 す る た め の イ ン ク 供 給 部 と 、 前 記 イ ン ク 供 給 部 に 供 給 す る た め の イ ン
ク を 収 容 す る 第 ２ の 液 室 と 、
　 前 記 第 ２ の 液 室 内 の イ ン ク の 界 面 と 独 立 し た イ ン ク の 界 面 を 形 成 可 能 な よ う に イ ン ク を
貯 留 す る 、 前 記 第 ２ の 液 室 と 連 通 す る 開 口 が 形 成 さ れ た イ ン ク 貯 留 部 と 、
　 前 記 イ ン ク 貯 留 部 に 貯 留 さ れ た イ ン ク に よ り 内 部 が 満 た さ れ る よ う に 配 置 さ れ 、 か つ 、
前 記 イ ン ク 貯 留 部 と 前 記 第 １ の 液 室 と を 連 通 さ せ る 連 通 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る サ
ブ イ ン ク タ ン ク 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 イ ン ク の 再 充 填 の た め の 補 給 口 が 前 記 第 ２ の 液 室 に 形 成 さ れ て い る 請
求 項 １ に 記 載 の サ ブ イ ン ク タ ン ク 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 第 ２ の 液 室 は 前 記 第 ２ の 液 室 内 の 空 気 を 排 出 す る た め の 空 気 排
出 口 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の サ ブ イ ン ク タ ン ク 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 空 気 排 出 口 に は 、 透 気 性 で あ る が イ ン ク を 通 過 さ せ な い 膜 を 有 す
る 請 求 項 ３ に 記 載 の サ ブ イ ン ク タ ン ク 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 サ ブ イ ン ク タ ン ク の 下 面 を 含 ま な い 請
求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の サ ブ イ ン ク タ ン ク 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 イ ン ク 貯 留 部 の 開 口 イ ン ク を 通 過 さ せ な い が 、 透 気 性 を 有 す
る 膜 を 有 す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の サ ブ イ ン ク タ ン ク 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 イ ン ク 貯 留 部 の 開 口 前 記 イ ン ク 貯 留 部 の 内 部 に 向 か っ て 延 び
た パ イ プ を 有 す る 蓋 を 有 し 、 前 記 第 ２ の 液 室 と 前 記 イ ン ク 貯 留 部 と の 連 通 は 前 記 パ イ プ を
介 す る も の で あ る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の サ ブ イ ン ク タ ン ク 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 イ ン ク 貯 留 部 の 開 口 開 口 の 形 成 さ れ た 蓋 と 、 重 力 を 用 い て 前
記 開 口 を 塞 ぐ 栓 と を 有 す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の サ ブ イ ン ク タ ン ク 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の サ ブ イ ン ク タ ン ク と 、 前 記
イ ン ク 供 給 部 か ら 供 給 さ れ た イ ン ク の 吐 出 を 行 う イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド 部 と を 備 え た
イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド カ ー ト リ ッ ジ を 保 持 し 、 被 記 録 媒 体 の 面 に 沿 っ て 往 復 走 査 可 能 に さ
れ た キ ャ リ ッ ジ を 有 し 、 イ ン ク を 吐 出 す る 電 気 信 号 に 基 づ き 、 前 記 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ
ッ ド 部 か ら イ ン ク を 吐 出 し て 被 記 録 媒 体 に 記 録 を 行 う こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記
録 装 置 。
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　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 サ ブ イ ン ク タ ン ク に イ ン ク を 補 給 す る た め の イ ン ク を 収 容 す る
メ イ ン イ ン ク タ ン ク を 着 脱 可 能 に 保 持 す る 請 求 項 ９ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 前 記 サ ブ イ ン ク タ ン ク と 前 記 メ イ ン イ ン ク タ ン ク と を 、 前 記 補 給 の
際 に は 連 通 さ せ 、 前 記 記 録 を 行 う 際 は 連 通 さ せ な い 手 段 を 有 す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の イ ン
ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 第 ２ の 液 室 と 外 部 と を 、 前 記 補 給 の 際 に は 連 通 さ せ 、 前 記 記 録
を 行 う 際 は 連 通 さ せ な い 手 段 を 有 す る 請 求 項 ９ な い し １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の イ ン ク
ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 前 記 記 録 が 所 定 の 時 間 以 上 行 わ れ な か っ た 際 に 、 前 記 空 気 排 出 口 か
ら 空 気 を 排 出 し 、 か つ 、 前 記 補 給 口 か ら イ ン ク を 補 給 す る 手 段 を 有 す る 請 求 項 ９ な い し １
２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の サ ブ イ ン ク タ ン ク は 、 イ ン ク の 再 充 填 が 可 能 な サ ブ
イ ン ク タ ン ク で あ っ て 、 大 気 と 連 通 す る 大 気 連 通 が 形 成 さ れ 、 を 収 容 す る
第 １ の 液 室 と 、 外 部 に イ ン ク を 供 給 す る た め の イ ン ク 供 給 部 と 、 前 記 イ ン ク 供 給 部 に 供 給
す る た め の イ ン ク を 収 容 す る 第 ２ の 液 室 と 、 前 記 第 ２ の 液 室 内 の イ ン ク の 界 面 と 独 立 し た
イ ン ク の 界 面 を 形 成 可 能 な よ う に イ ン ク を 貯 留 す る 、 前 記 第 ２ の 液 室 と 連 通 す る 開 口 部 が
形 成 さ れ た イ ン ク 貯 留 部 と 、 前 記 イ ン ク 貯 留 部 に 貯 留 さ れ た イ ン ク に よ り 内 部 が 満 た さ れ
る よ う に 配 置 さ れ 、 か つ 、 前 記 イ ン ク 貯 留 部 と 前 記 第 １ の 液 室 と を 連 通 さ せ る 連 通 部 と を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の 通 り 、 本 発 明 の サ ブ イ ン ク タ ン ク は 、 第 １ の 液 室 と 第 ２ の 液 室 と を 、 イ ン ク 貯 留
部 に 貯 留 さ れ た イ ン ク に よ り 内 部 が 満 た さ れ る よ う に 配 置 さ れ た 連 通 部 を 介 し て 連 通 さ せ
て い る 。 こ の イ ン ク 貯 留 部 に 貯 留 さ れ た イ ン ク の 界 面 は 、 第 ２ の 液 室 内 の イ ン ク の 界 面 と
独 立 し て 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 連 通 部 の 内 部 を イ ン ク に よ り 満 た さ れ た 状 態 に 保 つ こ と
が で き る 。 こ の た め 、 第 ２ の 液 室 内 の イ ン ク が イ ン ク 供 給 部 に 供 給 さ れ る こ と で 消 費 さ れ
、 第 ２ の 液 室 内 の イ ン ク の 界 面 が 連 通 部 の 形 成 さ れ て い る 位 置 よ り も 下 方 に 下 が っ た と し
て も 、 連 通 部 が 第 ２ の 液 室 内 の 空 気 に 対 し て 露 出 す る こ と は な い 。 こ れ に よ り 、 サ ブ イ ン
ク タ ン ク 内 で の を 収 容 す る 第 １ の 液 室 の レ イ ア ウ ト を 検 討 す る 際 、 第 ２ の 液
室 内 の イ ン ク の 界 面 の 影 響 を 考 慮 し な く て よ く な る こ と で 第 １ の 液 室 の レ イ ア ウ ト の 自 由
度 が 高 く な り 、 生 イ ン ク を 収 容 す る 第 ２ の 液 室 の 容 積 を 、 半 生 イ ン ク を 収 容 す る 第 １ の 液
室 の 容 積 に 比 べ て 大 き く す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 イ ン ク の 再 充 填 の た め の 補 給 口 が 第 ２ の 液 室 に 形 成 さ れ て い る も の で あ っ て も よ い し 、
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第 ２ の 液 室 第 ２ の 液 室 内 の 空 気 を 排 出 す る た め の 空 気 排 出 口 が 形 成 さ れ て い る も の で
あ っ て も よ く 、 さ ら に 、 空 気 排 出 口 に は 、 透 気 性 で あ る が イ ン ク を 通 過 さ せ な い 膜 を 有 す
る も の で あ っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 第 １ の 液 室 の 底 面 は 、 サ ブ イ ン ク タ ン ク の 底 面 を 含 ま な い も の で あ っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 イ ン ク 貯 留 部 の 開 口 イ ン ク を 通 過 さ せ な い が 、 透 気 性 を 有 す る 膜 を 有 す る も の で あ
っ て も よ い し 、 イ ン ク 貯 留 部 の 開 口 イ ン ク 貯 留 部 の 内 部 に 向 か っ て 延 び た 中 空 の パ イ
プ を 有 す る 蓋 を 有 し 、 第 ２ の 液 室 と イ ン ク 貯 留 部 と の 連 通 は 中 空 の パ イ プ を 介 す る も の で
あ っ て も よ い し 、 ま た 、 イ ン ク 貯 留 部 の 開 口 開 口 の 形 成 さ れ た 蓋 と 、 重 力 を 用 い て 開
口 を 塞 ぐ 栓 と を 有 す る も の で あ っ て も よ い 。 こ れ ら の よ う な 構 成 と す る こ と で 、 サ ブ イ ン
ク タ ン ク が 通 常 の 記 録 に 用 い ら れ る 状 態 に 対 し て 、 底 面 が 上 に な る よ う な 逆 さ ま の 状 態 に
な っ た 場 合 で も イ ン ク 貯 留 部 の 開 口 部 か ら イ ン ク が 漏 れ る こ と が な い 、 あ る い は 、 イ ン ク
の 漏 れ を 少 な く す る こ と が 可 能 で あ る た め 、 連 通 部 を 満 た す だ け の イ ン ク が 確 保 す る こ と
が で き る 。
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